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[緒言]プラスチックシンチレータは，ポリスチレンやポ

リビニルトルエンなどのポリマーを溶媒とし，蛍光体を

溶質とするものであり，その高速応答性ゆえに高計数率

測定に優れるという長所をもつ．一方，C や H といった

軽元素で構成されるため，高エネルギーX 線に対する検

出効率の低さという欠点をもつ．我々は，プラスチック

シンチレータに Hf（Z = 72）などの重金属を添加するこ

とで，同シンチレータ本来の高時間分解能を損なうこと

なく，検出効率を向上させることに成功してきた．本研

究では，重金属として Bi（Z = 83）を添加したプラスチッ

クシンチレータを，溶媒蒸発法により合成し，X 線に対

する検出効率の更なる向上を目指した． 

[実験方法] ポリスチレンと塩化ビスマスを，テトラヒ

ドロフランと塩酸の混合溶媒に溶解した．有機蛍光体で

ある2-(4-tert-ブチルフェニル)-5-(4-ビフェニル)-1,3,4オキ

サジアゾール（b-PBD）を，スチレンモノマーに対してモ

ル比「b-PBD:スチレン = 1:100」となるように添加し，直

径 1mm 程度の穴を開けたアルミフォイルで覆い，30°C で

1 週間程度かけて溶媒を蒸発させた．生成物全質量に対す

る Bi の重量比を変化させた（1, 2, 3, 5, 10, 15, 20 wt%）試

料につき， X 線（67.41 keV）を照射した際の時間分解能

と波高スペクトルを測定した 

[実験結果]Table.1 に，時間分解能曲線（Fig.1）と波高

スペクトル（Fig. 2）から算出した時間分解能，発光量

（Reference : EJ256），さらに（NaI:Tl 厚さ 5 mm の検出効

率を 100%とした）検出効率を示す．検出効率は，15 wt%

までは増大したが，20 wt%では減少した．これは，発光

量の低下に起因する数え落としによるものであろう．ま

た，0.2~0.3 ns という高い時間分解能が得られ，これは Bi

添加量にほとんど依存しなかった．以上より，プラスチ

ックシンチレータへの Bi 添加によって，EJ256 には及ば

ないものの，本来の高時間分解能を損なうことなく，検

出効率を増大させることに成功した． 

 

 

Fig. 1 Time Resolution Curve． 

 

Fig. 2 Pulse Height Spectra 

Excitation Source : X-ray (67.41 keV) 

Table 1 Detection Efficiency, LightYield  

 and Time Resolution． 

 

 

サンプル
検出効率

[%]

発光量

[ph/MeV]

時間分解能

[ns]

未ドープ 1.7 11500 0.3

1 wt% 1.6 7100 0.3

2 wt% 1.9 4700 0.3

3 wt% 2.0 3100 0.2

5 wt% 2.3 2500 0.3

10 wt% 2.3 1300 0.3

15 wt% 2.3 1300 0.3

20 wt% 1.9 0.3

EJ256 3.4 5300 0.3

第79回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2018 名古屋国際会議場 (愛知県名古屋市))20p-PB5-10 

© 2018年 応用物理学会 02-047 2


